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【主な内容】　6月定例会
12億9,787万円を増額補正

鈴木市政 初の補正予算
２

燕市の発展のために質問
市政に対する一般質問

４
４名の議員が表彰されました

功績を讃えて 議員表彰
15

６月定例会
主な議案の審議内容と議決結果

16
６月定例会提出

請願の審査結果と意見書
16

新庁舎建設等検討特別委員会
妙高市役所新庁舎を視察

18
議会を傍聴しませんか

９月定例会の日程
18

“元気です。燕市” 飛燕まつり
燕ばやしで踊る子どもたち



◦その他、生活環境整備

◦未来の燕市を担う子どもたちの育成

◦行財政改革の推進

◦医療・福祉の充実

・吉栄法花堂線交差点改良事業
・道路維持員（道路パトロール事業）
　　　　　　　　　　※緊急雇用創出事業

2事業
2,089万3千円

鈴木市政の政策的新規事 業として8,072.6万円捻出
◦産業の振興

平成22年度燕市一般会計補正予算（第1号）
総額346億3,286.8千円 限られた財源から

補正額合計12億9,786.8万円（前年継続事業約12億円含む）

子どもたちが夢と誇りを持てる「日本一輝いて いるまち・燕市」を目指す重点施策の概要！！

・小学校英語力向上事業　
・学力向上シンポジウム開催事業
・児童館指導推進事業　※緊急雇用創出事業　・他2事業

・中国販路開拓プロジェクト事業
・町田燕地域活性化プラットホーム事業
・産業観光振興支援事業

・政策調査研究費
・総合計画策定事業
・分譲地造成事業

・子ども医療費助成事業
・健康づくりランクアップ事業

Q
Q

Q

Q

学力向上シンポジウムの内容は？

中国販路の具体的内容は？

総合計画、後期計画の策定方法は？

児童館指導事業の期間、体制は？

A
A

A

A

大学の先生を招いた事業や、学校からの発表、パネ
ラーによるディスカッションを考えています

8 月に上海で伊勢丹の会場 20 ㎡を借り、市長
が自ら行き、トップセールス意識で展示販売を
行います（11 月は成都）。

今後、各部局と協議しながら問題点を洗い出
し、実効性のあるものにしたい。

緊急雇用創出事業により、2 名の臨時職員を配置し
ます。制度が終わってもお願いしたいと考えています。

5事業
756万7千円

3事業
1,072万3千円

3事業
3,405万円

2事業
749万3千円
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問
①
　
吉
田
95
号
線
は
拡

張
の
必
要
の
な
い
道
路
と
思

う
。
市
長
は
「
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
、
子
育
て

に
夢
や
喜
び
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
や
、
仕
組

み
の
充
実
を
図
る
た
め
教
育

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
神
田

保
育
園
は
、
園
の
す
ぐ
わ
き

を
車
が
走
り
、
騒
音
と
排
気

ガ
ス
の
中
で一
日
を
過
ご
す
こ

と
に
な
る
。
保
育
環
境
や
子

ど
も
た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て

ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。
さ
ま

ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
き
た
問

題
で
あ
り
、
政
治
的
判
断
で

変
更
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
変
更
す
る
勇
気
を

な
ぜ
持
た
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
①
　
神
田
保
育
園
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
を
園

庭
に
し
、
道
路
の
両
側
３・５

㍍
の
自
歩
道
を
設
け
、
植
樹

を
行
う
な
ど
教
育
環
境
に
配

慮
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
財
源
的
な
影
響
な
ど

考
慮
し
た
。
格
式
と
見
識
の

あ
る
燕
市
議
会
が
決
定
し
た

と
お
り
継
続
す
べ
き
と
判
断

し
、続
け
る
勇
気
を
選
ん
だ
。

今
後
、
私（
市
長
）の
ア
キ
レ

ス
腱
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

問
②
　
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。
大
規

模
改
修
予
定
の
分
水
小
・
吉

田
中
・
小
中
川
小
を
見
て
き

た
が
、
ト
イ
レ
の
状

況
が
ひ
ど
い
。
老
朽

化
し
て
い
る
保
育
園

や
児
童
館
な
ど
の
現

場
を
見
て
い
る
か
。

答
②
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
や
、「
言

葉
の
力
」
の
育
成
に

取
り
組
む
。
老
朽
化

し
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
は
定
例
会
終
了

後
、
市
長
に
現
場
を

見
て
も
ら
い
優
先
順
位
を
付

け
て
取
り
組
み
た
い
。

問
③
　
病
児
・
病
後
児
保
育

は
、
女
性
が
働
く
ま
ち
燕
市

に
と
っ
て
大
事
な
施
策
で
あ

り
、
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
③
　
医
療
関
係
者
や
医
師

会
と
協
議
を
進
め
る
。

問
①
　
製
造
業
は
依
然
と
し

て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
①
　
今
回
、
初
め
て
だ
が

中
小
企
業
の
支
援
制
度
の
Ｐ

Ｒ
や
周
知
を
行
う
た
め
に
、

市
と
地
場
産
セ
ン
タ
ー
、
に

い
が
た
産
業
創
造
機
構
と
合

同
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

今
後
も
支
援
制
度
の
説
明
会

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
販
路
開
拓
支
援
で
は
、
東

京
都
町
田
市
と
商
工
農
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
施
策
の
展

開
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い

く
。

問
②
　
教
育
環
境
整
備
の
具

体
的
な
施
策
は
何
か
。

答
②
　
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
全

体
で
子
ど
も
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
、
働
き
な
が

ら
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
に

努
め
た
い
。

　
学
力
向
上
対
策
で
は
、
市

民
の
合
意
形
成
を
図
る
た
め

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て

話
し
合
い
た
い
。
教
育
立
市

宣
言
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
郷

土
に
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
キ

ャ
リ
ア
教
育
な
ど
も
取
り
入

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
を

生
き
ぬ
く
た
め
、
小
学
校
に

も
英
語
指
導
助
手
を
導
入
す

る
ほ
か
、
理
数
教
育
の
充
実

も
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
学
力
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
で
生
き
る
た
め
の

考
え
る
力
、
課
題
を
解
決
す

る
力
を
養
っ
て
い
く
教
育
活

動
に
も
取
り
組
み
た
い
。

問
③
　
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
は
。

答
③
　
燕
市
に
お
い
て
は
約

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
い
う
状
況
に
あ

る
。
高
齢
者
の
持
っ
て
い
る

経
験
や
技
術
を
生
か
し
た
学

校
の
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
、
あ

る
い
は
子
育
て
経
験
が
豊
富

な
高
齢
者
の
方
が
、
今
ま
さ

に
育
児
で
悩
み
、
不
安
に
思

っ
て
い
る
若
い
お
母
さ
ん
方

の
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
、
知
恵
や

パ
ワ
ー
を
物
づ
く
り
、
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
生
か

せ
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
は

少
子
高
齢
化
問
題
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は

中
島
　
清
一
　
議
員
　
七
星
会

吉
田
95
号
線
・
変
更
す
る
勇
気
は
？

齋
藤
　
紀
美
江
　
議
員
　
未
来
ク
ラ
ブ

中　島　清　一 議員　5 ページ

1. 市長の政治姿勢について　2. 教育問題について

齋　藤　紀美江 議員　5 ページ

1. 吉田 95 号線について
2. 子育ち ･ 子育て支援について

本　多　了　一 議員　6 ページ

1. 市長の政治姿勢について　2. 地場産業対策について
3. 農業行政について　
4. 後期高齢者医療制度の問題点について
5. 国民健康保険について

田　辺　　　博 議員　6 ページ

1. 鈴木市長は小林市政をどのように見ておられたか
2. 福祉について　3. 教育について　
4. 公営住宅について

土　田　　　昇 議員　7 ページ

1. 市長の政治姿勢について
2. ガス譲渡金の活用事業と吉田小学校の改築事業について
3. 合併以後の検証について

金　子　正　子 議員　7 ページ

1. 子どものための学校給食　
2. 教育施設の充実や有効活用
3. 予防ワクチンの公費助成　4. 子育て応援

杣　木　義　男 議員　8 ページ

1. 行財政改革について　2. 商工観光振興について
3. 救命救急センターについて
4.（仮）116 号吉田バイパスについて
5. 雨水対策について

山　﨑　雅　男 議員　8 ページ

1. 市長の政治姿勢について
2. 旧燕工業高校・吉田南小学校跡地の利活用について
3. 燕旧配水塔について　4. えちご燕物産館について

渡　邉　広　宣 議員　9 ページ

1. 新市長の市政の取り組みについて
2. 義務教育について
3. 建学の精神を市政に反映、生かすべきでは

齋　藤　信　行 議員　9 ページ

1. 公共施設の今後について　2. 大河津分水について
3. 坂本竜馬について

田　村　善　典 議員　10 ページ

1. 市政運営について

大　原　伊　一 議員　10 ページ

1. 本市の財政状況を、新市長はどのように認識しているのか
2. 市内企業の景況について　3. 農業政策について

塙　　　　　豊 議員　11 ページ

1. 財政問題について　2. 行財政改革について

阿　部　健　二 議員　11 ページ

1. シビルミニマムの観点からの新庁舎建設について
2. 少子高齢化社会にどう対処するか
3. 福祉施設のサテライト化と旧商店街の活性化について
4. 教育立市宣言と学校図書館と燕市文化会館の自主事業について

平　原　一　吉 議員　12 ページ

1. 市長の市政に取り組む基本理念を問う
2. 人事案件について　3. 感染病対策について

長　井　由喜雄 議員　12 ページ

1. 就任あいさつで示したものの具体策について
2. 子どもの医療費助成拡充について　
3. 介護保険の待機者対策について

中　山　眞　二 議員　13 ページ

1. 庁舎について　2. 産業について
3. 公共下水の負担金について　4. 幼保について

中　島　義　和 議員　13 ページ

1. 学校給食について　2. 障がい者の就労支援を

大　岩　　　勉 議員　14 ページ

1. 市長選の公約と政治姿勢について
2. 建設業界の現状と人口増を考えた住宅の取得に応援制度を考えたらどうか
3. 学校教育の現状と生徒の減少を考えた課題について
4. 産業史料館をもっと前に出すために、構内に燕の背脂ラーメン店を誘致したらどうか

渡　邉　正　明 議員　14 ページ

1. 高齢者の安心・安全対策について
2. 環境問題について

タ ナ カ ・ キ ン 議員　15 ページ

1. 燕・吉田・分水公民館に設置されたテレビの活用について
2. 道路整備について　3. 公園整備について
4. 吉田 95 号線について　その他 9 項目

市政に対する 一般質問
　６月定例会では21名の議員が、市政全般にわたっ
て市の考えをただしました。内容については、一般
質問を行った各議員からの寄稿で掲載しました。

（一般質問の通告順に掲載）

昼食はおいしいカレーだよ。吉田旭保育園で　

４５
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問
①
　
燕
市
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
委
託
し
て
い
る

民
間
施
設
は
老
朽
化
し
て
お

り
、
施
設
整
備
や
機
器
の

入
れ
替
え
な
ど
が
必
要
で
は

な
い
か
。
給
食
調
理
の
民
間

委
託
と
の
衛
生
管
理
の
徹
底

や
、
委
託
先
に
対
し
て
の
検

証
を
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム
は
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
ど

う
実
施
し
て
い
る
か
。
受
託

者
の
負
担
す
る
経
費
は
契
約

書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
か
。

答
①
　
給
食
施
設
設
備
は
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設

設
備
の
あ
り
方
な
ど
を
早
急

に
検
討
し
た
い
。
衛
生
基
準

の
厳
し
い
学
校
給
食
の
マニュ

ア
ル
に
沿
い
、
見
直
し
も
随

時
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

調
理
員
の
合
同
研
修
会
も
開

く
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
今

後
も
連
携
を
深
め
な
が
ら
で

き
る
だ
け
個
に
応
じ
た
対
応

を
す
る
。
消
耗
品
費
等
民
間

で
使
わ
れ
る
も
の
の
明
確
化

は
研
究
す
る
。

問
②
　
吉
田
小
改
築
に
向

け
、駐
車
場
の
確
保
や
中
央

保
育
園
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

設
は
。
旧
吉
田
南
小
の
跡
地

に
幼
・
保
一
体
化
の
施
設
の
検

討
や
、
自
治
会
か
ら
の
会
館

建
設
の
用
地
の
要
望
も
あ
る

こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
②
　
工
事
期
間
中
の
駐
車

場
の
確
保
や
、中
央
保
育
園
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
も
早

急
に
検
討
し
た
い
。
吉
田
南

小
跡
地
は
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
、
活
用

計
画
を
練
り
た
い
。

問
③
　
子
宮
頸
が
ん
や
乳
幼

児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防

に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答
③
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必

要
性
や
重
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、
市
長
会
を
通
じ
て
国

に
全
額
公
費
負
担
や
接
種
費

用
の
助
成
を
要
望
し
て
る
。

問
④
　
子
育
て
応
援
に
「
父

と
子
の
メ
モ
リ
ア
ル
カ
ー
ド
」

を
作
り
、
母
子
手
帳
と
一
緒

に
配
布
で
き
な
い
か
。
就
学

時
健
康
診
断
な
ど
の
際
に
家

庭
教
育
講
座
を
行
っ
て
は
。

答
④
　
母
親
と
分
か
ち
合
う

メ
モ
リ
ア
ル
カ
ー
ド
の
取
り

組
み
は
担
当
に
指
示
し
た
。

家
庭
教
育
講
座
も
先
進
地
な

ど
の
事
例
も
含
め
て
検
討
を

指
示
し
た
。

問
①
　
５
月
１
日
付
の「
広

報
つ
ば
め
」の
中
で
、
市
長
は

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」と

明
記
さ
れ
た
が
、
行
政
と
し

て
責
任
が
あ
る
部
分
、
国
保

税
の
問
題
や
介
護
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
、
生
活

保
護
の
問
題
や
滞
納
者
対
策

で
は
、
整
理
回
収
機
構
で
厳

し
く
回
収
に
当
た
っ
て
い
る

が
、「
自
助
努
力
」し
て
も
公

平
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い

方
々
も
多
数
お
ら
れ
る
と
思

う
が
、
市
長
の「
自
助
」に
対

す
る
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
大

多
数
は
、
ま
ず
自
分
の
こ
と

を
一
生
懸
命
自
分
で
自
助
努

力
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
こ
と
は
私
も
十
分

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
自
己
責

任
を
名
目
に
弱
者
を
切
り
捨

て
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
公
助
」
と
し
て

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
し

っ
か
り
張
る
と
い
う
必
要
性

が
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
上

で
「
自
助
」
は
大
切
で
す
し
、

「
共
助
」
も
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問
②
　
ガ
ス
譲
渡
金
の
活
用

事
業
と
、
吉
田
小
学
校
の
改

築
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
改
築
に
併
せ
て
新
し
い
用

地
を
求
め
て
、
駐
車
場
の
問

題
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
問
題
、

中
央
保
育
園
の
問
題
、
学
校

田
の
問
題
等
々
も
含
め
て
用

地
を
拡
張
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
②
　
吉
田
小
学
校
の
敷
地

内
に
は
吉
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
と
中
央
保
育
園
が
あ
る

た
め
、
限
ら
れ
た
敷
地
の
中

で
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
検
討
委
員
会
を
は
じ
め

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
工
事
中
の
安
全
確
保

や
児
童
の
活
動
に
制
限
が
大

き
い
こ
と
、
駐
車
場
が
不
足

す
る
こ
と
、
設
計
の
自
由
度

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
地
権
者
の
関
係
は
あ
り
ま

す
が
、前
向
き
に
検
討
い
た
し

ま
す
。

改築事業が待た
れる吉田小学校

市
長
の
政
治
姿
勢
と

吉
田
小
学
校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て

子
ど
も
の
た
め
の
学
校
給
食
・
子
宮
頸

が
ん
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成

問
①
　
新
市
長
が
燕
市
政
を

か
じ
取
る
基
本
姿
勢
を
ど
こ

に
置
く
べ
き
か
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
第
一
に
、
憲
法
を
行
政
に

生
か
す
こ
と
を
基
本
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。
憲
法
第
15
条
で
は
公
務

員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
規
定

し
、
第
99
条
で
は
憲
法
遵
守

の
義
務
を
課
し
て
い
る
。
燕

市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
で
は
、「
私
は
、

こ
こ
に
、
主
権
が
国
民
に
存

す
る
こ
と
を
認
め
る
日
本
国

憲
法
を
尊
重
し
、
か
つ
、
擁

護
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま

す
。
私
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
を
体
す
る
と
と
も
に
公
務

を
民
主
的
か
つ
能
率
的
に
運

営
す
べ
き
責
務
を
深
く
自
覚

し
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執

行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま

す
」
と
あ
る
。

　
こ
の
宣
誓
文
に
あ
る
主
権

が
、
国
民
に
存
す
る
こ
と
を

認
め
る
日
本
国
憲
法
を
尊

重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
燕

市
の
主
人
公
は
燕
市
民
で
あ

り
、
市
長
を
筆
頭
に
全
職
員

が
市
民
に
奉
仕
す
る
立
場
に

あ
る
こ
と
を
、
片
時
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
る

が
、
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

答
①
　
日
本
国
憲
法
で
は
、

ま
ず
前
文
と
し
て
主
権
が
国

民
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
ご

指
摘
の
と
お
り
第
15
条
で
は

公
務
員
を
全
体
の
奉
仕
者
と

規
定
し
、
99
条
で
は
憲
法
の

尊
重
と
擁
護
す
る
義
務
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
こ
の
よ
う
に
、
法
治
国

家
で
あ
る
日
本
に
お
け
る
憲

法
は
、
国
家
の
根
本
原
則
を

定
め
る
最
高
法
規
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

れ
を
遵
守
し
擁
護
す
る
こ
と

は
、
公
務
員
と
し
て
の
基
本

的
な
義
務
と
考
え
て
い
る
。今

後
の
私
の
燕
市
政
の
運
営
に

当
た
っ
て
も
、
憲
法
と
い
う

も
の
を
根
本
理
念
と
し
て
位

置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
当

然
の
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。

問
②
　
今
ま
で
続
け
て
き
た

企
業
誘
致
政
策
に
ど
う
対
応

さ
れ
る
か
。

答
②
　
企
業
誘
致
よ
り
仕
事

の
誘
致
に
力
点
を
入
れ
る
。

市
民
が
主
人
公
の

　
　
　
　
市
政
運
営
を
求
め
る

問
①
　
特
養
施
設
入
所
待
機

者
６
６
４
名
。
特
に
在
宅
待

機
者
３
１
０
名
の
救
護
を
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
入
所
さ
れ
て
い
る
家
族

か
ら
は
「
料
金
が
高
い
」、「
せ

め
て
特
養
並
に
な
ら
な
い
か
」

と
の
声
が
。
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
中
で
は
10
万
円
以

上
の
差
が
あ
る
。
市
民
の
平

等
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
不

平
等
問
題
に
手
を
付
け
る
べ

き
と
思
う
が
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
足
り
な
い
の
は

明
ら
か
で
あ
り
、
早
期
の
増

床
を
。

答
①
　
現
状
は
非
常
に
重
い

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な

方
か
ら
直
接
、
生
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
解

決
方
法
が
あ
る
か
、
い
ろ
い

ろ
な
制
約
の
中
で
ま
ず
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
模
索
し
て

い
き
ま
す
。

問
②
　
今
、
全
国
的
に
悲
惨

な
事
件
・
事
故
が
起
き
て
い

る
。
食
育
教
育
を
小
さ
い
と

き
か
ら
身
に
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
を
尊
敬
し
他
人

を
大
事
に
す
る
心
が
芽
生
え

て
く
る
と
思
う
。
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
朝
食
欠
食
肥
満
　
②
食
は

他
の
動
物
や
植
物
の
命
を
奪

う
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
命
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
　
③
自

他
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と

④
食
物
を
大
事
に
し
て
食
物

の
生
産
者
な
ど
に
感
謝
の
気

持
ち
を
も
つ
こ
と
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
指
導

さ
れ
て
い
る
か
。

答
②
　
燕
市
の
食
育
に
つ
い

て
は
、
燕
市
学
校
教
育
の
重

点
に
食
育
の
項
目
を
設
け
、

各
園
や
学
校
で
は
食
育
全
体

計
画
と
年
間
計
画
を
作
成

し
、
栄
養
教
諭
・
栄
養
士
と

連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
、
食
育
を
進

め
る
た
め
の
環
境
整
備
や
教

職
員
お
よ
び
保
護
者
の
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
③
　
公
営
住
宅
は
将
来
建

て
替
え
は
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
間
、
地
域
住
民
に
開
放

し
て
畑
や
駐
車
場
等
に
活
用

し
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

答
③
　
知
恵
で
解
決
で
き
る

も
の
は
取
り
組
み
ま
す
。

全校生徒による学校菜園の土作り( 松長小学校 )

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
早
期
増
床
を

ま
た
、
燕
市
食
育
教
育
に
つ
い
て

土
田
　
　
昇
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

田
辺
　
　
博
　
議
員
　
無
所
属

本
多
　
了
一
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

金
子
　
正
子
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

「学校給食を考える会」による給食の試食会
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問
①
　
公
共
施
設
の
必
要
性

や
、
新
し
い
施
設
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
利
用

を
考
え
る
た
め
の
計
画
も
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
①
　
統
廃
合
、
民
営
化
は

行
政
改
革
の
柱
と
し
て
避
け

て
通
れ
な
い
。
あ
り
方
に
つ

い
て
全
市
的
観
点
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
む
。

問
②
　
市
長
は
大
河
津
分
水

路
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。
可
動
堰ぜ
き

の
保
存
と
、

分
水
路
工
事
の
石
碑
に
刻

ま
れ
た
青
山
士あ
き
ら

氏
の
石
碑
の

「
萬
象
に
転
移
を
学
る
者
は

幸
い
な
り
、
人
類
の
為
國
の

為
」
の
言
葉
の
意
味
合
い
を

ど
う
思
う
か
。

答
②
　
大
河
津
分
水
路
は

越
後
平
野
を
洪
水
か
ら
守
る

守
護
神
で
、
こ
れ
な
く
し
て

生
命
財
産
を
守
る
こ
と
は
で

き
ず
、
水
防
訓
練
な
ど
を
通

じ
て
話
し
を
聞
き
、
現
状
を

見
て
そ
の
思
い
が
強
い
。
碑

文
の
解
釈
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

が
、
大
河
津
資
料
館
の
前
館

長
は
「
自
然
に
対
し
て
謙
虚

で
あ
れ
、
私
利
私
欲
の
な
い

志
を
指
す
も
の
」
と
言
っ
て

い
る
。

　
先
の
旧
洗あ
ら
い
ぜ
き
堰
は
産
業
遺
産

と
し
て
現
地
に
残
し
て
い
た

だ
い
た
。
歴
史
的
背
景
か
ら

も
旧
洗
堰
同
様
、
現
可
動
堰

も
残
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し

た
と
こ
ろ
。
現
在
、
一
門
程

度
残
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
も
要
望

し
て
き
た
い
。

問
③
　
市
長
は
尊
敬
す
る

人
物
に
坂
本
龍
馬
を
挙
げ
る

が
、
坂
本
龍
馬
の
行
動
は
、

燕
は
一つ
と
も
重
な
る
と
思
っ

て
い
る
か
。

答
③
　
薩
摩
だ
、
土
佐
だ
で

な
く
、
手
を
携
え
て
開
か
れ

た
日
本
を
と
奔
走
し
た
の
が

あ
こ
が
れ
る
と
こ
ろ
で
、
燕

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

私
は
足
元
に
も
及
ば
な
い

が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
ま
ち

に
な
る
か
の
視
点
で
臨
ん
で

い
き
た
い
。

問
④
　
現
庁
舎
の
今
後
は
。

答
④
　
燕
庁
舎
は
地
区
保
健

セ
ン
タ
ー
、
分
水
は
消
防
、

吉
田
は
売
却
や
賃
貸
な
ど
の

議
論
が
あ
り
、
今
年
度
に
具

体
的
な
方
針
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問
①
　
教
育
基
本
法
第
４
条

第
２
項
で
、「
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学

校
の
義
務
教
育
は
、
授
業
料

を
徴
収
し
な
い
」
と
あ
る
が
、

こ
の
授
業
料
と
は
。
ま
た
、

学
校
教
育
法
の
第
21
条
で
教

科
用
図
書
を
定
め
て
い
る
が
、

教
材
と
し
て
使
用
す
る
参
考

図
書
と
の
違
い
は
ど
う
な
の

か
伺
う
。

答
①
　
義
務
教
育
の
授
業
料

は
月
謝
と
考
え
ら
れ
、
無
償

と
す
る
と
の
規
定
に
は
給
食

費
や
学
用
品
な
ど
は
授
業
料

に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
教
科
用
図
書
、
す
な

わ
ち
教
科
書
は
、
教
科
の
主

た
る
教
材
と
し
て
授
業
の
用

に
供
さ
れ
る
児
童
、
生
徒
用

図
書
で
検
定
を
経
た
も
の
と

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考

図
書
は
教
科
用
図
書
以
外
の

有
益
、
適
切
な
図
書
は
使
用

で
き
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。

問
②
　
教
科
用
図
書
は
、
基

本
的
に
１
冊
無
償
と
法
律
に

定
め
ら
れ
て
お
り
、
判
例
も

給
食
費
、
学
用
品
な
ど
無
償

で
な
い
、
有
償
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
分
水
中
学
１
年
生
の
例
を

と
る
と
、
教
科
用
図
書
１
冊

以
外
に
平
均
４
冊
く
ら
い
の

参
考
図
書
を
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。こ
れ
ら
を
含
め

「
教
育
立
市
」
宣
言
し
て
い

る
な
ら
、
あ
る
程
度
の
行
政

負
担
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
②
　
参
考
図
書
、
補
助
教

材
は
、
各
学
校
長
の
責
任
で

選
定
委
員
会
な
ど
を
設
け
て

選
定
し
て
い
る
。
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
観
点
か
ら
検

討
し
て
選
択
し
て
い
る
。
今

後
、
数
年
間
利
用
で
き
る
副

読
本
な
ど
は
学
校
備
え
付
け

に
し
て
、
一
層
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
る
手
当
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
。

問
①
　
国
と
地
方
財
政
が
悪

化
す
る
中
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
す
こ

と
な
く
、
財
政
再
建
を
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
。
行
財
政

改
革
の
中
で
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
や
公
務
員
削
減
・
補
助

金
の
減
額
を
進
め
る
の
か
。

答
①
　
今
年
度
は
交
付
税
も

手
厚
い
が
、
来
年
は
不
透
明

で
期
待
で
き
ず
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
し
、
恒

久
的
な
事
業
の
推
進
を
図

る
。
合
併
特
例
債
が
終
了
す

る
27
年
度
ま
で
に
は
、
行
革

大
綱
の
中
で
指
定
管
理
者
制

度
の
推
進
、
定
員
適
正
を
図

り
無
駄
を
排
除
し
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
り
た
い
。

問
②
　
増
額
融
資
に
よ
る
中

小
企
業
救
済
対
策
の
実
態

は
。
支
援
制
度
の
窓
口
が
見

え
な
い
小
規
模
事
業
者
の
販

路
開
拓
と
、
商
品
化
に
つ
い

て
の
支
援
対
策
は
。
ま
た
、

市
が
進
め
て
い
る
工
場
見
学

ツ
ア
ー
、
地
域
振
興
や
農
村

地
域
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
②
　
先
行
き
の
不
透
明

感
が
強
く
、
雇
用
や
設
備
投

資
は
依
然
と
し
て
慎
重
で
あ

る
。
融
資
は
昨
年
の
３
分
の

１
に
減
少
し
た
も
の
の
、
引

き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
小

規
模
事
業
者
は
単
独
が
難
し

く
、
市
と
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
、
共
同
出
展
や
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

な
ど
販
路
開
拓
を
支
援
し
た

い
。

　
産
業
史
料
館
や
国
上
山
な

ど
を
取
り
入
れ
た
、
交
流
型

観
光
の
取
り
組
み
や
、
町
田

市
と
の
交
流
会
議
で
体
験
型

観
光
も
取
り
組
み
、
地
域
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

問
③
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
計
画
は
、
ど
こ
ま
で
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
③
　
基
幹
病
院
の
規
模
は

５
０
０
床
で
、
今
後
は
建
築

に
向
け
具
体
的
な
運
営
や
、

設
置
場
所
の
検
討
を
図
る
。

問
④
　
１
１
６
号
吉
田
バ
イ

パ
ス
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答
④
　
県
に
移
管
さ
れ
る
構

想
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報

収
集
に
努
め
要
望
し
て
い
く
。

問
⑤
　
分
水
新
町
の
雨
水
対

策
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

答
⑤
　
西
川
管
理
者
と
の
協

議
が
整
い
、
秋
以
降
に
行
う
。

問
①
　
行
財
政
改
革
と
地
域

活
性
化
策
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

予
算
組
み
、
市
民
生
活
の
よ

り
一
層
の
向
上
や
満
足
感
の

充
足
を
求
め
た
い
。
補
正
予

算
が
市
民
に
と
っ
て
ど
う
な

の
か
、
将
来
の
燕
市
に
と
っ

て
資
す
る
も
の
な
の
か
、
現

時
点
で
最
善
な
の
か
、
普
遍

的
な
議
論
を
す
る
こ
と
が
燕

市
政
に
お
け
る
肝
要
な
こ
と

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

答
①
　
時
間
的
、
財
源
的
な

制
約
が
あ
り
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
検
討
し
、
９
月
補
正
、

新
年
度
の
当
初
予
算
に
向
け

て
内
容
を
詰
め
た
い
。

問
②
　
骨
格
予
算
で
あ
る
一

般
会
計
の
当
初
予
算
額
は

３
３
３
億
３
５
０
０
万
円

で
あ
り
、
前
年
度
当
初
に

比
べ
て
23
億
８
４
０
０
万

円
、
６・
７
％
減
。
一
般

会
計
補
正
予
算
案
が
総
額

12
億
９
７
８
６
万
８
０
０
０

円
。
政
策
的
新
規
事
業
は

８
０
７
２
万
６
０
０
０
円
。

「
産
業
の
振
興
」、「
未
来
の

燕
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
」、「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」、

「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
と

重
点
施
策
だ
け
が
先
行
し
、

市
長
が
取
り
組
む
べ
き
施
策

の
財
源
が
１
割
に
も
満
た
な

い
約
６・
７
％
。
市
長
自
身
、

納
得
の
行
く
政
策
的
事
業
が

今
後
可
能
な
の
か
。

答
②
　
与
え
ら
れ
た
状
況
下

で
最
善
を
尽
く
し
て
い
く
発

想
に
常
に
立
ち
た
い
。

問
③
　
国
道
１
１
６
号
吉
田

バ
イ
パ
ス
の
事
業
促
進
に
向

け
、
国
・
県
に
地
域
の
実
情
、

必
要
性
、
重
要
性
を
強
く
訴

え
て
い
く
べ
き
。

答
③
　
新
庁
舎
の
隣
に
警
察

署
が
で
き
、
緊
急
的
に
出
動

す
る
事
態
に
妨
げ
に
な
る
よ

う
な
今
の
交
通
体
系
で
は
問

題
が
あ
り
、
バ
イ
パ
ス
整
備

の
必
要
性
を
新
た
な
主
張
の

考
え
で
訴
え
た
い
。

問
④
　
旧
燕
工
業
高
校
は
、

体
育
館
等
は
団
体
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
グ
ラ
ン
ド
半
分

を
含
め
、
老
朽
化
し
た
管
理

棟
等
は
解
体
し
、
住
宅
造
成

と
し
て
活
用
す
れ
ば
市
民
税
、

固
定
資
産
税
等
も
市
に
入

り
、
市
の
財
政
圧
迫
す
る
こ

と
な
く
負
担
軽
減
さ
れ
る
が
。

答
④
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

あ
り
活
用
策
を
重
ね
て
考
え

た
い
。

行
財
政
改
革
で
無
駄
の
排
除
と
効
率
化

小
規
模
業
者
へ
の
救
済
と
支
援
を

地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
行
政
施
策
で

地
域
格
差
の
な
い
行
政
配
慮
が
最
も
重
要
！

「
教
育
立
市
」に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
行
政
負
担
を
! !

山
﨑
　
雅
男
　
議
員
　
七
星
会

燕
は
一
つ
と
は
、
坂
本
竜
馬
の
日
本
は

一
つ
の
行
動
と
重
な
る
の
で
は

杣
木
　
義
男
　
議
員
　
大
河
の
会

齋
藤
　
信
行
　
議
員
　
大
河
の
会

渡
邉
　
広
宣
　
議
員
　
鴻
鵠
ク
ラ
ブ

市長所信表明と補正予算資料

主要教科では最低でも３冊は使用

分水中学校で使用されている社会科教材

可動堰＝洪水など必要でない流水を海に流出

燕市行政改革推進委員会
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問
①
　
人
口
減
少
対
策
は
働

く
場
・
遊
び
買
い
物
の
場
・

医
療
体
制
の
確
保
・
生
活
直

結
問
題
の
迅
速
な
解
決
等
が

必
要
と
思
う
が
。

答
①
　
人
口
減
少
は
日
本
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
社
会

減
は
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
若

者
が
定
着
す
る
基
盤
と
な
る

産
業
振
興
が
重
要
で
あ
る
。

融
資
・
助
成
制
度
等
を
活
用

し
、
雇
用
・
仕
事
の
確
保
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
遊

び
買
い
物
の
場
の
商
店
街
活

性
化
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
問
題
で
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
中
、
各
地
区

の
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
考
え

て
ま
い
り
た
い
。
医
療
体
制

に
つ
い
て
は
、
県
立
吉
田
病

院
の
存
続
も
含
め
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
併
設
の
基
幹
病

院
あ
り
方
検
討
会
で
、
運
営

主
体
、
機
能
分
担
、
設
置
場

所
等
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
会
議
で
主
張
し
た
い
。

問
②
　
建
設
工
事
に
関
す
る

入
札
要
件
改
正
に
、
市
内
業

社
へ
最
低
20
～
30
％
仕
事
発

注
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
②
　
入
札
要
件
に
発
注
枠

を
加
え
る
こ
と
は
慎
重
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
市
内
業

社
の
優
先
活
用
を
要
請
し
、

工
事
成
績
評
定
へ
活
用
結
果

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ

の
実
効
性
の
確
保
を
図
り
た

い
。

問
③
　
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融

不
況
以
降
、
仕
事
が
欲
し
い

と
の
要
望
か
ら
、
昨
年
11
月

あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
設

計
・
製
造
担
当
者
を
迎
え
て

電
気
自
動
車
に
関
す
る
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
の
第
一
歩
は
だ
れ
が
主
体

に
な
る
の
か
。
企
業
か
、
各

関
係
団
体
か
、
行
政
か
。

答
③
　
そ
の
講
演
会
の
あ

と
、
市
で
は
県
電
気
自
動
車

推
進
協
議
会
に
加
入
し
た
。

地
域
産
業
発
展
の
主
役
は
企

業
、
事
業
者
で
あ
り
、
そ
の

や
る
気
や
ア
イ
デ
ア
等
を
応

援
し
、
今
後
、
燕
市
が
電
気

自
動
車
関
連
に
新
た
な
産
業

と
し
て
進
出
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
積
極
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
役
を
務
め
、
支
援
し

て
い
き
た
い
。

日
本
一
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
難
問
は

　
人
口
減
少
・
若
者
の
流
出
対
策
だ

問
①
　
本
市
の
実
質
単
年
度

収
支
は
、
19
年
決
算
20
年
度

決
算
合
わ
せ
て
11
億
２
４
０

０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
新

市
長
の
本
市
財
政
状
況
に
対

す
る
認
識
に
つ
い
て
。

　
今
後
の
行
財
政
改
革
に
対

す
る
市
長
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
①
　
国
の
景
気
対
策
を
優

先
し
た
交
付
金
の
関
係
で
、

今
後
、
起
債
残
高
が
高
く

な
る
懸
念
が
あ
る
。
決
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

り
、
行
財
政
改
革
が
重
点
政

策
で
あ
る
。
幼
保
一
元
化
適

正
配
置
計
画
等
で
無
駄
を
廃

し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
運
営
を
図
る
。

問
②
　
市
内
企
業
の
景
況
実

態
に
つ
い
て
、
廃
業
件
数
は

ど
の
よ
う
な
推
移
を
し
て
い

る
の
か
。

答
②
　
新
た
な
取
り
組
み
で

月
例
政
策
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
５
月
26
日
に
「
地
場
産

業
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
」
さ
ん
し
ん
地
域
経

済
研
究
所
か
ら
地
場
の
景
況

を
学
ん
だ
。
こ
れ
を
今
後
の

地
域
産
業
振
興
に
生
か
し
た

い
。
市
内
企
業
の
廃
業
・
廃

止
・
閉
鎖
の
件
数
は
、
20
年

度
79
件
、
21
年
度
82
件
と
若

干
増
加
傾
向
に
あ
り
、
製
造

業
で
は
20
年
度
23
件
、
21
年

度
34
件
と
、
50
％
近
い
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

問
③
　
農
業
政
策
に
つ
い
て

戸
別
保
証
制
度
が
始
ま
っ
た

が
、
問
題
点
は
な
い
の
か
。

不
作
付
け
地
に
対
し
て
、
３

年
後
改
善
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
所
得
保
証
金
の
返
還
と

な
ら
な
い
の
か
。

　
特
別
栽
培
農
産
物
の
米
生

産
で
、
転
作
緩
和
率
が
三
条

市
10
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

本
市
は
４
％
で
あ
る
。
消
費

者
の
望
む
減
農
薬
減
・
化
学

肥
料
栽
培
の
拡
大
に
足
か
せ

と
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
③
　
戸
別
所
得
保
障
は
、

５
月
末
日
現
在
で
６
３
７
件

の
申
し
込
み
で
あ
る
。
大
き

な
問
題
点
は
な
い
。
不
作

付
け
地
が
３
年
後
に
改
善
で

き
な
い
場
合
の
補
助
金
返
還

は
、
国
に
問
い
合
わ
せ
て
も

返
事
が
な
い
。
栽
培
方
法
に

よ
る
減
収
率
は
、
21
年
ま
で

の
過
去
７
年
間
の
坪
狩
り
デ

ー
タ
を
基
に
し
て
い
る
。

問
①
　
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危

機
を
き
っ
か
け
に
、
ユ
ー
ロ
の

信
頼
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
。
日

本
を
は
じ
め
、
多
額
の
債
務

を
抱
え
る
国
々
の
財
政
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
日
本
政
府
は
中
期
財
政

フ
レ
ー
ム
を
発
表
し
、
そ
の

中
で
、
平
成
23
年
度
よ
り
３

年
間
は
歳
出
を
71
兆
円
以
内

と
す
る
と
し
て
い
る
。

　
21
年
度
末
に
景
気
対
策
と

し
て
、
10
兆
円
規
模
で
ば
ら

ま
か
れ
た
財
源
と
、
今
年
度

交
付
さ
れ
た
財
源
の
す
べ
て

を
使
い
果
た
し
た
燕
市
財
政

を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い

く
の
か
。

答
①
　
23
年
度
以
降
も
昨
年

同
様
に
地
方
財
政
制
度
が
維

持
さ
れ
る
か
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
り
、
交
付
税

の
行
方
や
一
括
交
付
金
制
度

な
ど
不
透
明
で
あ
り
、
危
機

感
を
持
っ
て
財
政
運
営
が
必

要
と
考
え
る
。

問
②
　
合
併
後
の
燕
市
で

は
、
行
財
政
改
革
と
は
退
職

者
の
不
補
充
と
、
人
手
不
足

を
臨
時
職
で
埋
め
合
わ
せ
る

だ
け
で
あ
り
、
正
規
職
と
非

正
規
職
の
位
置
付
け
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
ま
た
、
施
設
の
統
廃
合
問

題
で
は
、
幼
保
施
設
を
中
心

に
具
体
的
目
標
を
定
め
、
市

民
の
理
解
を
早
急
に
得
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
一

般
財
源
の
確
保
困
難
で
あ

り
、
合
併
特
例
債
の
起
債
期

限
の
迫
る
中
、
対
応
を
聞
き

た
い
。

答
②
　
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行
い
、
少
数
精
鋭
の
職
員

配
置
に
心
掛
け
、
職
員
数
の

適
正
化
を
目
指
す
。
年
内

に
幼
保
施
設
の
適
正
配
置
計

画
案
を
示
し
、
そ
の
中
で
あ

る
程
度
具
体
化
す
る
と
考
え

る
。
そ
の
他
の
公
共
施
設
も

市
民
目
線
で
存
続
か
廃
止
、

あ
る
い
は
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問
①
　
７
割
引
の
バ
ー
ゲ
ン

セ
ー
ル
（
合
併
特
例
債
バ
ブ

ル
）
に
浮
か
れ
て
、
43
億
円

の
新
庁
舎
が
16
億
円
で
買
え

る
と
16
億
円
の
借
金
を
し
、

そ
の
返
済
の
た
め
に
来
年
に

は
７
３
５
人
に
な
る
や
も
知

れ
な
い
特
養
待
ち
を
放
置
す

る
ど
こ
ろ
か
、
16
億
円
の
借

金
返
済
の
た
め
に
今
ま
で
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
詰
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ

と
が
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
市
民

が
安
全
・
健
康
・
快
適
・

能
率
的
な
生
活
を
営
む
う

え
に
地
域
社
会
が
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
低
限
の
基

準
）
を
重
ん
じ
た
市
政
と
は

思
え
な
い
の
だ
が
。

答
①
　
新
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
現
庁
舎
の
老
朽
化
、

分
庁
舎
方
式
に
よ
る
非
効
率

性
な
ど
の
弊
害
、
近
い
将
来

改
築
な
ど
が
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
合
併
特
例
債

を
活
用
で
き
る
期
間
に
整
備

し
た
ほ
う
が
財
政
上
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
等
々
と
理
解
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
議
論
を

経
て
３
月
議
会
で
用
地
取
得

と
、
お
お
む
ね
１
年
以
内
の

着
工
を
目
指
す
方
針
が
確
認

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。

　
庁
舎
建
設
を
優
先
し
、
特

養
の
待
機
者
を
解
消
で
き
な

い
の
で
は
と
い
う
ご
指
摘
で

あ
る
が
、
特
養
の
入
所
待
機

者
が
解
消
で
き
な
い
の
は
、

国
の
参
酌
基
準
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
た
め
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　
第
４
次
介

護
保
険
事
業

で
は
、
小
規

模
特
養
・
認

知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
そ
れ
ぞ

れ
１
カ
所
整

備
し
、
今
後
、
で
き
る
限
り

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
な

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
小

規
模
多
機
能
型
介
護
事
業
も

２
カ
所
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
新
庁
舎
と
は

別
に
大
き
な
課
題
と
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
５
次
の
介
護
保
険

計
画
で
は
、
で
き
る
だ
け
縮

減
、
解
消
に
努
め
る
観
点
か

ら
介
護
予
防
事
業
・
健
康
づ

く
り
運
動
・
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
と
い
う
事
業
に
重
点

を
お
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
忘
れ
て
増
え
て
も
減
る

こ
と
の
な
い
特
養
待
ち
を
放
置
す
る
の
か

財
政
健
全
化
に

　
　
　
　
行
財
政
改
革
の
断
行
を

行
財
政
改
革
正
念
場

　
　
　
　
　
地
場
産
業
も
正
念
場

塙
　
　
　
豊
　
議
員
　
七
星
会

田
村
　
善
典
　
議
員
　
鴻
鵠
ク
ラ
ブ

大
原
　
伊
一
　
議
員
　
七
星
会

阿
部
　
健
二
　
議
員
　
相
如
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問
①
　
副
市
長
制
を
や
め
、

部
長
制
を
充
実
さ
せ
た
ほ
う

が
良
い
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
①
　
副
市
長
は
補
佐
役
、

相
談
役
と
し
て
最
低
一
人
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
②
　
副
市
長
制
を
取
る
な

ら
、
部
長
職
を
廃
止
し
た
ら

ど
う
か
。

答
②
　
副
市
長
制
と
の
関
連

の
中
で
、
も
う
少
し
市
の
実

態
を
見
な
が
ら
仕
事
を
進
め

る
中
で
、
ど
ん
な
組
織
が
一

番
合
っ
た
あ
り
方
か
、
少
し

時
間
を
か
け
な
が
ら
考
え
て

い
く
。

問
③
　
教
育
長
の
選
任
は
教

育
関
係
者
で
な
く
、
行
政
経

験
者
の
ほ
う
が
新
鮮
な
感
覚

が
生
ま
れ
る
と
思
う
が
。

答
③
　
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
能
力
、
識
見
、
人
格

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ

の
上
で
行
政
、
教
育
、
両
方

の
感
覚
も
あ
る
方
を
教
育
委

員
会
に
お
願
い
し
て
い
く
。

問
④
　
子
宮
頸
が
ん
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
度
か
ら

10
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど

も
に
無
料
で
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
学
校
内
で
集
団
で
行
っ

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。

答
④
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
人
へ
の
集
団
感

染
を
防
止
と
い
う
よ
り
は
自

己
防
衛
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
、
10
歳
か
ら
12
歳
ま

で
の
子
ど
も
に
無
料
で
行
う

こ
と
は
、
対
象
者
が
ま
だ
性

に
つ
い
て
十
分
認
識
が
で
き

て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
接

種
す
る
こ
と
で
無
防
備
に
な

る
。

　
そ
の
た
め
日
常
生
活
が
お

ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

指
導
を
学
校
、
家
庭
の
中
で

教
育
し
て
い
き
な
が
ら
国
に

全
額
国
費
負
担
を
求
め
て
い

く
。
予
防
接
種
は
、
基
本
的

に
は
副
反
応
や
緊
急
時
等
へ

の
対
応
か
ら
個
別
接
種
で
行

う
。

問
①
　
私
は
県
内
市
町
村
す

べ
て
に
、
９
月
か
ら
の
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
た
。
県
が
３
子

以
上
世
帯
の
み
通
院
助
成
を

小
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
す

る
こ
と
を
機
に
、
９
市
町
が

拡
大
を
図
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
妙
高
、
十
日
町
、
南
魚

沼
、
村
上
、
佐
渡
、
胎
内
の

各
市
、
田
上
町
が
小
学
校
卒

業
ま
で
全
員
。
五
泉
市
、
阿

賀
野
市
は
小
学
３
年
生
ま
で

全
員
に
拡
大
す
る
。
そ
の
理

由
に
「
公
平
・
平
等
な
子
育

て
支
援
」
を
揚
げ
て
い
る
の

は
注
目
さ
れ
る
し
、
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
が
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
26
名
が
回
答
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
た
。
一
例
を
紹
介

す
る
と
「
子
ど
も
が
小
学
生

に
な
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
飲

み
薬
・
塗
り
薬
の
た
め
に
月

４
０
０
０
円
か
ら
５
０
０
０

円
の
支
払
い
に
な
り
、
結
構

な
出
費
で
と
て
も
困
っ
て
い

ま
す
」。
転
居
し
て
き
た
方
は

「
名
古
屋
で
は
医
療
費
が
無

料
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
負
担

金
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
や
は
り
子
ど
も
の
数
に

関
係
な
く
小
学
校
卒
業
ま
で

通
院
助
成
拡
大
を
お
願
い
し

た
い
」。
ま
た
、
喘
息
の
あ
る

方
は
「
な
ぜ
３
人
以
上
と
決

め
た
の
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
、

子
育
て
世
代
の
本
当
の
切
な

い
気
持
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
国･

県
の
責
任
」と
求
め

る
と
共
に
、
不
公
平
感
を
埋

め
る
役
割
が
燕
市
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
。

答
①
　
本
来
、
国
あ
る
い
は

県
が
し
っ
か
り
制
度
化
す
べ

き
と
い
う
声
を
大
き
く
し
て

い
く
必
要
あ
る
。
地
域
の
財

政
状
況
や
子
ど
も
の
数
等
々

で
差
が
出
る
と
い
う
の
は
お

か
し
い
、
こ
れ
は
同
感
だ
。

市
町
村
が
独
自
に
や
っ
て
し

ま
う
と
国
と
か
県
が
及
び
腰

に
な
り
「
や
る
必
要
な
い
じ

ゃ
な
い
か
」
と
発
想
し
が
ち

で
こ
れ
は
非
常
に
怖
い
な
と

思
っ
て
い
る
。

　
燕
市
と
し
て
は
子
ど
も
手

当
の
市
負
担
を
求
め
ら
れ
た

と
き
に
、
さ
ら
に
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
や
り
得
る
の
か

と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
た
。

状
況
を
見
据
え
る
必
要
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
①
　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て　
本
来
、
市
庁
舎
は
証
明
書

の
発
行
、
福
祉
や
教
育
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や
相

談
を
す
る
場
所
で
あ
る
と
考

え
る
。
２
億
５
０
０
０
万
円

か
け
て
の
ま
ち
の
燕
側
や
、

２
～
３
０
０
０
万
円
か
か
る

水
盤
な
ど
、
市
民
が
市
役
所

を
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
す

る
と
お
考
え
か
。
ま
た
、
エ

コ
ボ
イ
ド
の
効
果
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
、
ガ
ラ
ス
張
り

の
壁
の
冷
暖
房
へ
の
影
響
や

建
設
費
な
ど
の
考
え
方
、
ま

た
、
什
器
備
品
な
ど
オ
フ
ィ

ス
環
境
整
備
に
中
古
市
場
の

採
用
。
ま
た
、
同
じ
設
計
者

の
妙
高
市
役
所
の
調
査
を
も

っ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
①
　
基
本
的
に
で
き
る
だ

け
事
業
費
の
縮
減
を
図
る
よ

う
進
め
る
。
見
直
す
要
素
も

多
い
と
感
じ
て
お
り
、
具
体

的
な
こ
と
は
特
別
委
員
会
で

明
ら
か
に
し
た
い
。

問
②
　
燕
市
と
い
う
名
前
を

前
面
に
出
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ー

ナ
ー
を
作
り
、
市
内
企
業
か

ら
の
出
店
、
出
品
を
企
画
し

て
は
ど
う
か
。

　
物
か
ら
人
へ
と
政
府
は
舵

を
切
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
燕

市
の
成
長
産
業
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
中
国
へ
市
内

企
業
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

輸
出
国
と
し
て
売
り
込
み
に

行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
②
　
地
場
産
セ
ン
タ
ー
を

委
託
先
と
し
て
、
緊
急
雇
用

対
策
事
業
補
助
申
請
を
し
、

今
年
度
中
に
燕
三
条
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
開
店

す
る
予
定
。

　
成
長
産
業
と
し
て
医
療
、

健
康
産
業
は
燕
市
に
も
芽
が

出
始
め
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
環
境
分
野
に
も
市
と
し

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を

発
揮
し
て
い
き
た
い
。

　
中
国
は
消
費
基
地
と
し
て

有
望
、
近
く
訪
問
の
予
定
。

問
③
　
幼
保
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
。

答
③
　
国
も
幼
保
の
垣
根
を

越
え
た
指
針
作
り
を
考
え
て
い

る
。
こ
ど
も
園
を
含
む
全
市

的
な
検
討
を
し
、
幼
保
いっ
し

ょ
に
地
域
で
の
保
護
者
と
の
話

し
合
い
の
機
会
を
持
ち
た
い。

人
事
案
件
と
感
染
病
対
策
に
つ
い
て

医
療
費
負
担
に「
切
実
な
声
」

子
ど
も
の
数
で
差
別
せ
ず
助
成
年
齢
拡
大
を

新
庁
舎
建
設
の

　
　
　
縮
減
と
産
業
に
つ
い
て

アンケートには通院助成拡大を望む声が寄せられました

問
①
　
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
か
ら
、
吉
田
・
分
水

地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
一
つ
に
ま
と
め
て
公
設
民

営
で
、
と
の
答
申
が
で
て
い

る
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
前

市
長
は
当
面
、
そ
の
ま
ま
３

地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
給
食
を
続

け
る
と
し
た
が
、
設
備
等
の

老
朽
化
は
大
丈
夫
か
。ま
た
、

吉
田
小
学
校
敷
地
内
に
あ
る

吉
田
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
れ
か
ら
の
改
築
事

業
に
支
障
な
い
の
か
。

答
①
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
、
施
設
統
合
・
民
間
委

託
の
運
営
・
コ
ス
ト
適
正
化

な
ど
多
肢
に
わ
た
り
今
後
の

参
考
に
し
た
い
。
給
食
セ
ン

タ
ー
は
設
備
等
の
老
朽
化
や

配
管
の
経
年
劣
化
な
ど
が
あ

り
修
繕
し
て
お
り
、
今
後
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
。

　
吉
田
地
区
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
建
設
検
討
委
員

会
で
検
討
中
。
限
ら
れ
た
敷

地
の
中
で
の
設
計
で
あ
り
、

移
転
に
つ
い
て
も
改
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
②
　
上
越
市
・
妙
高
市
で

は
、
新
た
に
施
設
改
修
を
行

い
、
障
が
い
を
抱
え
た
人
た

ち
が
健
常
者
の
支
援
の
下
、

米
粉
パ
ン
製
造
に
取
り
組
み

学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

地
元
で
取
れ
た
お
米
の
地
産

地
消
、
障
が
い
者
の
就
労
支

援
と
多
目
的
に
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
燕
市
の
障

が
い
者
就
労
支
援
対
策
は
。

答
②
　
障
が
い
者
就
労
支
援

は
、
障
が
い
者
の
人
た
ち
が

自
立
し
た
日
常
生
活
が
営
め

る
よ
う
充
実
し
た
い
。

　
市
内
の
障
が
い
者
授
産
施

設
で
は
パ
ン
作
り
を
行
っ
て

お
り
、
今
は一
日
に
食
パ
ン
60

個
程
度
を
作
っ
て
い
る
。
給

食
に
す
る
と
２
０
０
人
分
す

べ
て
は
ま
か
な
え
な
い
現
状
。

直
ち
に
は
難
し
い
が
、
一
部
の

学
校
で
も
提
供
で
き
な
い
か

協
議
を
始
め
た
い
。
ま
た
、

パ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
授
産

施
設
で
扱
う
製
品
の
納
入
や

工
賃
ア
ッ
プ
ほ
か
、
仕
事
が

で
き
る
施
策
を
講
じ
た
い
。

障
が
い
者
の
働
く
場
づ
く
り
と

　
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

平
原
　
一
吉
　
議
員
　
未
来
ク
ラ
ブ

中
島
　
義
和
　
議
員
　
大
河
の
会

中
山
　
眞
二
　
議
員
　
未
来
ク
ラ
ブ

■見直し項目と事業費への影響額（単位 : 千円）

1. 水盤の廃止 △ 23,000
2.まちの燕側の縮小 △ 149,500
3. 多機能雁木の見直し △ 25,500
4.にぎわいの宴側(木製デッキ)の見直し △ 16,000
5. 雁木プロムナード(南側)の見直し △ 24,000
6. 車庫棟の見直し △ 40,000
7. 植栽計画の見直し △ 12,000

合　　計 △ 290,000
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問
①
　
市
長
の
政
治
姿
勢
で

の
産
業
振
興
、
未
来
の
燕
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
、

行
財
政
改
革
の
推
進
、医
療
・

福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
製
造
業
、
観
光
、
商

業
、
農
業
、
建
設
業
な
ど
の

事
業
者
の
や
る
気
、
元
気
、

本
気
を
応
援
し
た
い
。
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

夢
や
喜
び
を
感
じ
る
環
境
整

備
に
努
め
る
。
職
員
数
の
適

正
化
、
公
共
施
設
の
統
廃

合
や
民
営
化
を
し
、
子
ど
も

や
孫
の
時
代
に
ツ
ケ
を
回
さ

な
い
よ
う
努
め
る
。
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
よ
う
元
気
増
進
対

策
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

問
②
　
建
設
業
界
の
現
状
は

先
行
き
が
見
え
な
く
、
危
機

的
状
況
で
あ
る
こ
と
を
把
握

さ
れ
て
い
る
か
。
子
育
て
世

代
の
住
宅
取
得
と
活
性
化
の

た
め
補
助
事
業
を
考
え
た
ら

ど
う
か
。

答
②
　
５
月
だ
け
で
建
設
関

連
企
業
が
２
社
倒
産
し
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
地
元
建
設
業

者
の
育
成
と
市
内
建
設
業
者

の
受
注
機
会
の
拡
大
措
置
を

講
じ
ま
す
。
住
宅
取
得
の
補

助
は
大
変
興
味
深
い
提
案
と

思
い
ま
す
。
子
育
て
世
代
の

応
援
と
し
て
今
後
検
討
い
た

し
ま
す
。

問
③
　
学
校
教
育
で
少
数

学
級
化
を
促
す
の
か
。
小
学

校
新
入
生
が
ス
ム
ー
ズ
に
学

校
生
活
に
適
応
で
き
る
努
力

を
。
燕
北
地
区
の
小
中
学
校

で
、
他
地
区
の
学
校
に
入
学

す
る
児
童
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
伺
う
。

答
③
　
民
主
党
は
教
員
を

増
員
し
少
人
数
学
級
を
推
進

と
し
て
い
ま
す
が
、
財
政
的

な
裏
付
け
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
い
つ
実
現
で
き
る
か
見

通
し
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

松
長
小
学
校
区
か
ら
他
の
小

学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童

は
10
名
で
す
。
燕
北
中
学
校

区
か
ら
他
の
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
は
34
名
で
、

全
員
が
燕
中
学
校
に
通
学
し

て
ま
す
。

問
④
　
産
業
史
料
館
の
入
館

者
増
も
考
え
、
構
内
活
用
し

燕
の
背
脂
ラ
ー
メ
ン
店
誘
致

は
ど
う
か
。

答
④
　
燕
の
産
業
の
歴
史
と

リ
ン
ク
し
て
お
り
、
周
辺
の

賑
わ
い
の
演
出
効
果
の
ア
イ

デ
ア
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①
　
火
災
報
知
機
設
置
、

市
営
住
宅
な
ど
22
年
度
完
了

で
き
る
か
。
高
齢
者
世
帯
へ

何
世
帯
助
成
で
き
た
か
。

答
①
　
市
営
住
宅
へ
の
設
置

は
、
今
年
度
末
ま
で
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
火
災
報
知
機

の
給
付
事
業
と
し
て
助
成
し

て
い
る
。
対
象
者
は
19
年
度

１
人
、
20
年
度
３
人
、
21
年

度
１
人
で
あ
っ
た
。
引
き
続

き
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
地
デ
ジ
放
送
開
始
も

迫
っ
て
い
る
。
対
象
へ
の
周
知

は
大
丈
夫
か
。
ど
れ
く
ら
い

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
室
内
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
で
き
て
い
る
か
。
当

事
者
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人

た
ち
に
市
独
自
の
補
助
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
②
　
無
償
給
付
対
象
世
帯

の
う
ち
、
平
成
21
年
８
月
末

現
在
に
お
け
る
受
信
料
全
額

免
除
世
帯
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
か
ら
直
接
支
援
申
し
込
み

関
係
書
類
一
式
が
送
付
さ
れ
、

送
付
を
受
け
た
世
帯
が
直
接

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
６
月
14

日
現
在
で
申
請
件
数
３
１
４

件
、
工
事
完
了
件
数
１
５
８

件
、
工
事
手
配
中
50
件
、
決

定
し
た
件
数
54
件
で
あ
る
。

問
③
　
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

化
の
た
め
に
、
高
い
目
標
、

ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

燃
や
さ
ず
、
埋
め
立
て
ず
、

ご
み
を
減
ら
す
理
念
に
立
つ

べ
き
、
町
田
市
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
③
　
町
田
市
は
ご
み
問
題

で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
特
に
「
ご
み
ゼ
ロ

市
民
会
議
」
と
い
う
の
が
設

置
さ
れ
て
い
て
注
目
し
て
い

る
。
こ
れ
は
生
ご
み
の
再
利

用
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
化
な
ど
、
い
ろ
ん
な
テ
ー

マ
に
応
じ
て
専
門
部
会
を
設

置
し
、
議
論
や
提
案
、
実
証

実
験
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
具

体
的
な
施
策
に
反
映
し
て
い

こ
う
と
す
る
仕
組
み
が
で
き

て
い
る
。

　
燕
市
で
も
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ご
み
の
減
量
、
再
利

用
の
促
進
に
向
け
、
町
田
市

の
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
を
勉

強
し
た
い
。

問
①
　
分
水
地
区
は
公
民
館

内
に
図
書
室
が
あ
る
だ
け
な

の
で
、
図
書
館
に
あ
る
学
習

室
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
階
の

研
修
室
を
学
生
の
学
習
ス
ペ

ー
ス
に
で
き
な
い
か
。

答
①
　
公
民
館
の
利
用
を
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
は
学
習

室
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

問
②
　
現
在
、
斎
場
の
利
用

が
年
間
に
約
１
１
０
０
人
、

ご
み
処
理
場
は
ご
み
収
集
車

が
約
２
万
７
０
０
０
台
、
業

者
の
搬
入
が
約
３
０
０
０
台

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
が

信
号
機
の
無
い
場
所
か
ら
の

出
入
り
で
危
険
で
あ
る
。
信

号
機
が
あ
る
メ
タ
ル
セ
ン
タ
ー

工
場
団
地
の
看
板
の
あ
る
交

差
点
か
ら
斎
場
の
ほ
う
へ
道

路
改
良
で
き
な
い
か
。

答
②
　
現
在
Ｔ
字
路
と
な
っ

て
い
て
、
直
接
、
斎
場
や
環

境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
場
）

へ
行
け
な
い
状
態
だ
が
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
事
業

効
果
も
あ
り
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
③
　
交
通
公
園
の
大
型
駐

車
場
は
20
年
３
月
に
完
成
、

管
理
棟
も
建
て
ら
れ
て
い
る

が
、
下
水
道
が
引
か
れ
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
い
で
い
た
。

こ
の
場
所
は
交
通
公
園
や
こ

ど
も
の
森
と
い
っ
た
施
設
が

あ
り
、
市
外
か
ら
の
人
が
一

番
多
く
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
仮
設
で
よ
い
の
で
、
早

急
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ほ

し
い
が
。

答
③
　
現
在
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
を
準
備
し
て
い
る
。

問
④
　
秋
葉
町
３
丁
目
公
園

は
植
木
が
多
過
ぎ
て
人
が
入

れ
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。
今
後

も
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置

さ
れ
る
の
か
。

答
④
　
低
木
の
移
動
な
ど
の

再
配
置
を
行
い
、
公
園
内
に

空
間
を
作
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
。

問
⑤
　
吉
田
95
号
線
、
総

事
業
費
11
億
円
の
う
ち
、

物
件
補
償
や
用
地
取
得
で

６
億
９
０
０
０
万
円
と
い
う

説
明
だ
っ
た
が
、現
在
８
世
帯

で
３
億
１
６
０
０
万
円
か
か

っ
て
い
る
が
大
丈
夫
な
の
か
。

答
⑤
　
計
画
範
囲
の
中
で
お

願
い
を
し
て
い
く
。

子
育
て
世
代
の
住
宅
取
得
に
補
助
を
　

　
　
建
設
業
界
は
危
機
的
状
態
で
懸
念

さ
ら
な
る
減
量
化
の
た
め
に

　
高
い
目
標
、
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
す

鈴
木
新
市
長
へ

　
　
　
13
の
質
問
、
お
よ
び
提
案

タ
ナ
カ
・
キ
ン
　
議
員
　
相
如

大
岩
　
　
勉
　
議
員
　
七
星
会

渡
邉
　
正
明
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

■燕北中学校区から燕中学に
　通学している生徒数

平成２０年度 ３０人

平成２１年度 ３１人

平成２２年度 ３４人
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4名の議員が表彰されました

10 年表彰
平原一吉 議員

35 年表彰
本多了一 議員

15 年表彰
大岩　勉 議員

10 年表彰
齋藤紀美江 議員

全国市議会議長会と北信越市議会議長会か
ら、4 名の議員が表彰されました。



　平成 22 年第 2 回燕市議会定例会を 6 月 11 日か
ら 24 日まで開催し、人事案件や条例の一部改正、
平成 22 年度補正予算などの議案について審議を行
いました。市長提出議案中 26 件と、議員提出議案

4 件、請願 5 件は各常任委員会に付託され、それ
ぞれ審査した後、本会議で議決しました。各議案の
審議結果と採決の状況は下表のとおりです。

■６月定例会での議決結果をお知らせします ■たばこ税の改正

■市長提出議案（26件）
件　　　　名 審議の結果 採決の状況

専決処分の報告について（3 件） 承　　認
全会一致

起立賛成多数

人権擁護委員候補者の推薦について（4 件） 同　　意 全会一致

燕市監査委員の選任について 同　　意 全会一致

燕市公平委員会の委員の選任について（3 件） 同　　意 全会一致

燕市固定資産評価員の選任について 同　　意 全会一致

燕市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正につ
いて

原案可決 全会一致

燕市職員の育児休業等に関する条例及び燕市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部改正について

原案可決 全会一致

燕市職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 全会一致

燕市附属機関設置条例の一部改正について 原案可決 全会一致

燕市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
正について

原案可決 全会一致

燕市子どもの医療費助成に関する条例及び燕市ひとり親家庭等の医療費助成
に関する条例の一部改正について

原案可決 全会一致

燕市産業史料館条例の一部改正について 原案可決 全会一致

燕市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関す
る法律第 10 条第 1 項の規定に基づく準則を定める条例の制定について

原案可決 全会一致

公の施設の利用に関する協議の一部変更について 原案可決 全会一致

平成 22 年度燕市一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決 起立賛成多数

平成 22 年度燕市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決 全会一致

燕市教育委員会委員の任命について（3 件） 同　　意 全会一致

第 84 条、附則第 15 条の 2
●税率の引き上げ

市たばこ税の税率を、旧 3 級品以外の製造たばこ1,000 本につき4,618 円
（現行 3,298 円）、旧 3 級品の製造たばこ 1,000 本につき 2,190 円（現
行 1,564 円）とする。

※旧 3 級品のたばことは、次の 6 銘柄の紙巻きたばこをいいます。
①わかば　②エコー　③しんせい　④ゴールデンバット（ボックスを除く）　
⑤ウルマ　⑥バイオレット

【適用関係】平成 22 年 10 月 1 日より適用

■議員提出議案（4件）
件　　　　名 審議の結果 採決の状況

燕市議会委員会条例の一部改正について 原案可決 全会一致

米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる米価の実現を求める意見書 原案可決 起立賛成多数

備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める意見書 原案可決 全会一致

燕市選挙管理委員及び同補充員の選挙について 選　　挙 －

（1,000 本当たりの税額）
旧 3 級品以外 旧 3 級品

現　　行 改　　正 現　　行 改　　正
国 3,552 円 5,302 円 1,686 円 2,517 円

道府県 1,074 円 1,504 円 511 円 716 円
市町村 3,298 円 4,618 円 1,564 円 2,190 円
合　計 7,924 円 11,424 円 3,761 円 5,423 円

【旧 3 級品以外は、全体で 1 箱 20 本当たり70 円の増税】

　６月定例会に提出された請
願は３件、及び、前定例会から

継続審査となっていた２件の計５
件が審査されました。総務常任委員

会、産業建設常任委員会、文教常任
委員会にそれぞれ付託審査し、最終日

の本会議で採決されました。

●地域経済を支える中小建設業者の仕事確保と
地域経済の振興を図る「住宅リフォーム助成制度」
創設を求める請願書　　　　　　　　　　　　
（請願者）燕市日之出町 186 番地 2
　　　　　燕民主商工会　　会長　佐藤　司郎

●備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める
請願　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
●米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる米
価の実現を求める請願　　　　　　　　　　　  
（請願者）新潟市北区葛塚 3346
　　　　　農民運動新潟県連合会　代表者　今井　健

● 30 人以下学級実現、教員賃金改善、義務教
育費国庫負担制度拡充に係る意見書の採択を求
める請願書　　　　　　　　　　　　　　　　  
（請願者）新潟市西蒲区巻甲 4162 番地 3
　　　　　新潟県教職員組合西蒲燕支部
　　　　　　　　　　　　　支部長　　玉橋　春仁
　　　　　　　　　　　　　燕班班長　木部　正実

●外国人地方参政権付与案提出の慎重な対応を
求める意見書採択を要望する請願について　　  
（請願者）新潟県三条市西本成寺一丁目 22-20
　　　　日本会議新潟県本部　代表　佐藤　日出夫

意見書の概要
　燕市民、中小業者、地域経済を活性化する
緊急対策として、耐震改修やバリアフリー工事、
省エネ・エコ対策なども含めて、住宅の増改築・
改修、リフォームを行う場合の、経費の一部を
助成する「住宅リフォーム助成制度」を早急に
創設、実施を求める。

請願の審査結果

不採択

採　択

６月定例会に提出された
請願の審査結果は…

　「米戸別所得補償モデル事業」の円滑な運
営にとって、また、米の再生産や食料自給率
を向上させるためにも、下落した米価を回復
させ、価格の安定を図ることは緊急の課題で
ある。したがって、08 年産を含む 30 万ト
ン相当の備蓄米を適正な価格で買い入れるこ
とを要望する。

１．「米戸別所得補償モデル事業」の補償単
価を、08 年産米の１俵あたりの全算入生産
費である 16,497 円相当に引き上げること。
２．民主党の総選挙マニフェストを踏まえ、
集荷円滑化対策米、備蓄米のうち超古米など、
19 万トンを主食用途以外に処理し、これと
同量の備蓄米を生産費をまかなう価格水準で
買い入れること。
３．主食用のＳＢＳや、需要のないミニマム
アクセス米の輸入を削減すること。

市税として、燕市に交付される市たばこ税は、平成21年度　約4億8千万円、22年度は約4億2千万円です。
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議会報特別委員会

議会を傍聴しませんか

委員長　長井由喜雄・副委員長　タナカ・キン
委員　中山眞二・山﨑雅男・田村善典・丸山吉朗・渡邉広宣

９ 月定例会の日程
8 月 27 日（金）　全員協議会
9 月　3 日（金）　本会議
　　　　　　 　（議案上程、委員会付託、一般質問）
　　　6 日（月）　本会議（一般質問）
　　　7 日（火）　本会議（一般質問）
　　　8 日（水）　本会議（一般質問）
　　　9 日（木）　総務常任委員会
　　　　　　　　　　・市民厚生常任委員会
　　10 日（金）　産業建設常任委員会
　　　　　　　　　　・文教常任委員会
　　13 日（月）　決算審査特別委員会
　　14 日（火）　決算審査特別委員会
　　15 日（水）　決算審査特別委員会
　　17 日（金）　本会議
　　　　　　 　（委員長報告、質疑、討論、採決）
※各日とも午前 9 時 30 分の開催予定です。委員会
の傍聴についてはお申し込みください。詳しくは議会
事務局へお問い合わせください。

電話　0256-93-5296（直通）

９月議会日程は
ホームページでご覧になれます

　携帯電話のカメラ機能
を使い、右の“ＱＲコード”
を読み込んでください。
　議会ホームページの 9
月議会日程ページが開き
ます。

あ
と
が
き

市民の皆さまへ
　この度、現職議員が参議院議員選挙にから
み、公職選挙法違反で逮捕されたことに対し、
市民の皆様の信頼を損ねましたことを心からお
詫び申し上げます。
　今後も市政全体の信用、信頼を損ねることの
ないよう原点に立ち返り、議員としての自覚を持
ち、今後の議員活動を行うよう努めてまいります。

燕市議会　

庁舎正面の壁面
にはガラスを施
し、太陽光発電
も組み込まれて
います

新庁舎建設等検討特別委員会が妙高市の新庁舎を視察
　8 月 3 日、新庁舎建設等検討特別委員会の委員と、
市長をはじめ新庁舎建設担当の企画調整部職員など
25 名が参加して、妙高市の新庁舎を視察しました。
　平成 20 年 4 月に完成した妙高市の庁舎は、燕市の
新庁舎と同じ設計業者で設計されており、外観や空調
設備などでエネルギーの低減が図られています。燕市
の新庁舎もこれらの点を取り入れているため、視察で
は、市民からの使い勝手や機能性などについて意見交
換を行いました。

妙高市役所での視察

自然 通 風を 利 用し
た「エコロジカルボイ
ド」。各フロアーの熱
気や汚れた空気を排
出します

ワンストップサービスとして、
市民サービス窓口が集まる１
階フロアー
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